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は、＂gnamgyi she mong la”とある。これは「天の力に」という意味であり、モンゴノレ語の定
型句をチベット語で表現したものと言える。また、クゼライ長｜］位後の命令の冒頭には、“tshe 
ring gnam gyi she mong las”とあり、訳すと「長生なる天の力によりて」となる。これもモン
ゴノレ語の定型匂と対応している。あるいはイラン方面におけるベルシア語版では、











































































































































































JO 出典：国立罰会図書館データベース『海外事類雑纂』（江戸後期、写）（フランスの項自 コマ 15、
http://dl.ndl.go.jp/info :ndljp/pid/25 92523/15）、トルコの項罰（コマ 21、http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2592523/21、






































































































































































ノレモノナノレガ」 18とあるのを、英訳文では“Conditionsboth within and without our Empire are so 
tense that no Ionger is procrastination possible, yet in our sincerity to maintain pacific 凶ぬonship
between the Empire of Japan and the United States of America, we have decided, as result of these 








英訳文では、“Thisproposal is our revised ultimatum made as a result of our a抗emptsto meet, 
insofar as possible, the wishes of the Americans, clarified as a result of negotiations based on our 
proposals of September 25.”となっている210 この日本語の原文の「最後的譲歩案Jという
葉を使った東郷外相の真意としては、第 1節で述べたように、 I2月初旬までに交渉が妥結
18 昭和十六年十一月四日東郷大臣発在米野村大使宛公電第七二五号。
lヲP巴arlHarbor.，“Intercepted Diplomatic Messages Sent by The Japanese Government between July I and December 
8 1941”，Washington, 1945, p.93. 
20昭和十六年十一月四日東郷大臣発在米野村大使宛公電第七ニ六号。
21 Pearl Harbor・，“InterceptedDiplomatic Messages Sent by The Japanese Government between July I and December 









以テ応酬スノレモノトスjとあるのを22、英訳文で、は“Shouldthe American authorities question you 
in regard to“the suitable period’： answer主主窓注目zthat such a period should encompass 25 years”と




of the fact that he United States is so much opposed to our stationing soldiers in undefined areas, 
















て強硬な内議の fハノレ・ノー トj が野村・来摘に手交されたのである。それを受け取った
東郷も戦争は避けられないと判断し、日米開戦へと進んで、いった（中村［1993］）。
22昭和十六年十一月四日東郷大臣発在米野村大使宛公電第七二六号。
23 Pearl Harbor，“Intercepted Diplomatic Messages Sent by The Japanese Government between July 1 and December 
8 1941”，Washington, 1945, p.95. 
24昭和十六年十一月西日東郷大尽発在米野村大使宛公電第七二六号。
25 Pearl Harbor，“Intercepted Diplomatic抗essagesSent by The Japanese Government between July 1 and December 
8 1941”，Washington, 1945, p.96. 
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小括
本章では、 を傍受することによって発生したニュアンスのズレが大きな問題に帰結
した例を述べた。最後に、なぜこうした誤訳が発生したのかを考えてみたい。
誤訳が発生する原因は様々であると考えられる。本章で取り上げた誤訳の事例l士、アメ
リカ側が意図的とまでは言えないものの、日本に対しである程度の備見を持って傍受電報
を翻訳したことが原因ではないかと考えられる。なぜなら、国襟連盟の脱退、日独伊三国
同盟への調印、そして北部仏印への進駐といった当時の日本の行動は、アメリカとの関係
を悪化させるものであり、このことによってアメリカの日本に対する不信感は次第に増大
していったと思われるからである。このような政治的背景が、今回の誤訳の原因のーっと
なったのではないだろうか。
もちろん、国際政治はさまざまな要因が絡み合って一つの結果に至るものであり、今回
具体例として取り上げた傍受電報の誤訳によるニュアンスのズレのみが臼米開戦に歪った
要因だと考えるべきではない。しかし、そのようなニュアンスのズレが、当該国に一定の
影響を与えたことも確かであろう。さまざまな国際間の葛藤は、こうした些細な出来事か
ら発生することも否定できないのである。
おわりに
本稿では高等学校日本史教科書に記載されている事例を、「翻訳j としづ行為を軸にして
考察を行った。以下、これまで述べてきたことをまとめる。それぞれ異なる言語を用いる
外交の場における国家間の書状や公文書では、文章解釈上の認識のズレが発生したり、翻
訳の過程で情報の取捨選択が行われていた。また第 3章で考察した傍受電報の事例では、
当事者同士ではなく、第三者によって誤訳が行われるという事態も発生していた。一方で
江戸時代の日本などで行われたように、流入してくる新しい概念の認識のズレをできるだ
け小さくするための努力も同時に行われていた。そのために、相手側の政治的・文化的背
景を阻鴫し理解したり、また従来の母閤語になかった新語を作成したりすることが重要で
あった。このように外交での翻訳は認識のズレを発生させる一方で解消に向かわせるもの
でもあるという二面性を持ち、異文化接触の場において見落とすことのできないものであ
る。
こうした翻訳のズレは現代においても起こりうる。例えば現在揮めて悪化している日中
関係について、 1972年の日中国交正常化交渉においても翻訳のズレによる問題は生じてい
た。アメリカのキッシンジャー訪中を受け、日本政府も中華人民共和国との国交正常化を
急ぎ、 1972年に時の首相であった田中角栄が訪中し日中国交正常北に向けての交渉を行っ
た。田中は祝宴におけるスどーチで「（前の戦争で）中国人民にご迷惑をおかけしたJと発
したが、それを日本外務省の通訳が「添了麻煩j と翻訳して中閣僚iに伝えた。すると中
国側の周恩来が「添了麻煩」というのは「婦人のスカートに水をかけたような小さなこと
18 
にしか使われなしリとして日本側の態度に強く反発した。この問題は日本側がイコールと
認識した「ご迷惑をお掛けしたJと f添了麻頑」を中国側がイコールと認識しなかったと
いうズレに起因するものと言える。
このように現代においても外交における翻訳は撞めて重大な問題をはらんで、おりへその
影響力は小さくない。したがって、歴史教育においてもそれに注目する価値はある。
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